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　先端観光科学研究センターは、これまでにない
文理医融合の学際的アプローチと国際的な共同研
究、そして地域との協働によって、観光に関連す
る行動、移動、サービス、政策・制度について科
学的に研究することを目的に設置されました。科
学的な成果によって、観光による未来変革を先導
し、観光の促進と地域の持続的な発展に寄与する
ことを目指しています。
　この目的にしたがい、さまざまな研究活動を展
開しています。本号では、研究会「旅館－地方創生
に向けたおもてなし」、研究会「関係人口は役に立
つか？　第 3のかかわりをとらえる」、講演会「訪
日メディアMATCHAの起業とインバウンド観光の
可能性」とコラム「法人主導研究課題について」を掲
載します。

研究会報告
旅館－地方創生に向けたおもてなし

　2022年 2 月 6 日、Ryokan（注）という著書でも知られ
ているシンガポール国立大学准教授のクリス・マクモラ
ン先生を講師に招いた金沢大学国際学・観光科学セミ
ナー「旅館－地方創生に向けたおもてなし」を行いまし
た（主催：金沢大学人間社会学域国際学類、共催：金沢
大学人間社会研究域附属先端観光科学研究センター）。
　日本の旅館は、どのようにしてくつろげる空間になっ
ているのでしょうか。マクモラン先生は、熊本県の黒川
温泉の旅館で、働きながら観察するという参与観察を
行ってきました。今回のセミナーでは、その成果をもと
に、社長と女将という分業体制、家族とビジネスの境
界が曖昧な家族経営の実態、ホスピタリティの中核を
担う流動的な労働者である仲居さんの役割など、旅館
を支える人と仕組みの実態を報告されました。お客さ
んの視点ではなかなか見ることができない旅館の「おも
てなし」の仕組みを知ることができ、ホスピタリティー
研究の進展に向けた有意義なセミナーとなりました（菊
地直樹）。

注1  Chris McMorran,2022,Ryokan : Mobilizing Hospitality in Rural Japan, 
University of Hawaii Press
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